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本報告は、ナレンドラ・モーディー首相率いる「世界最大の民主主義国家」インドに

おいて横行するヒンドゥーの多数派専制と司法への政治介入が招いてきた不正義につ

いて、モーディー首相の出身州である西部グジャラート州を事例として論じる。ヒン

ドゥトヴァ（Hindutva）とは「ヒンドゥー性」を意味し、ヒンドゥー至上主義を掲げ

た与党インド人民党（Bharatiya Janata Party、以下 BJP）の中核概念と言える。  
独立から 75 周年を迎えた 2022 年は、グジャラート州において、ムスリムを攻撃対

象とした 2002 年の大虐殺事件から 20 年が経過した年でもあり、BJP によるヒンドゥ

トヴァ政治のメルクマールとなった。2022 年 6 月には虐殺事件当時に州首相を務めて

いたモーディー首相を含む州政府要人に対し、事件への関与についての再捜査を求め

ていた申し立てが、最高裁によって「嫌疑なし」として退けられた。その翌日には虐殺

事件の被害者を支援してきた人権活動家と、事件当時から州政府要人の関与を証言し

てきた元インド警察職が虚偽告訴罪の名目でグジャラート州警察に相次いで逮捕され

た。加えて、同年 10 月には虐殺事件時にムスリム女性への集団強姦と殺人を犯して終

身刑に服していた 11 人が州政府の恩赦によって釈放された。一連の対応から、2022 年

はモーディー政権によって 2002 年虐殺事件が清算された年とみなすことができる。  
こうした状況下で実施された 2022 年 12 月のグジャラート州議会選挙では、モーデ

ィー首相が中心となって選挙運動を展開した結果、BJP は前回から 57 議席増の 152 議

席を獲得、得票率も 52.5％に伸張して、歴史的大勝を収めた。  
本報告では、2002 年グジャラート虐殺事件をめぐる州政府およびモーディー政権の

動向に焦点を当て、1990 年代から BJP が進めてきたヒンドゥトヴァ政治が、多数派専

制と不正義という変容を遂げてきた状況について論じる。  

 


